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教 育 長 室 

学 務 課 

 

就学援助及び就学奨励費の対象者拡充について 

 

 

 公私立を問わず、経済的な理由により就学が困難な児童・生徒の保護者を援助する

とともに、特別支援学級に就学する児童・生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、

就学援助及び就学奨励費について、令和５年度から私立小・中学校に就学する児童・

生徒の保護者に対象を拡充します。 

 

１ 現状及び背景 

（１）現状 

   区では、学校教育法第１９条の規定に基づき、区立及び国公立小・中学校に就

学する児童・生徒のうち、経済的な理由により就学が困難な児童・生徒の保護者

に対し、就学援助を支給しています。また、区立小・中学校の特別支援学級に就

学する児童・生徒の保護者の経済的負担を軽減する就学奨励費を、当該保護者に

支給しています。 

   一方で、区内に在住し、私立小・中学校に就学する児童・生徒の割合は上昇す

る傾向にあり、令和４年４月の新１年生に占める割合が、小学校で約１４％、中

学校で約４８％となっているなど、港区の多くの児童・生徒が私立小・中学校に

就学していますが、支給対象外となっています。 

  （参考）令和３年度就学援助等実績 

 認定者数 決算額 

就学援助 １，５８３人 （扶助費） １４４，０８８千円 

就学奨励費 １２１人 （扶助費）   ２，１８２千円 

 

（２）背景 

   各家庭では、児童・生徒の特性や人間関係、教育理念など様々な理由により、

区立、国公立、私立などの多様な選択肢の中から、児童・生徒に最も適している

進学先を選択していますが、私立小・中学校に就学する児童・生徒の家庭の中に

も、経済的に厳しい状況に置かれている家庭もあるものと考えられます。 

   今年度、区内の全ての私立学校を訪問し実施したヒアリングにおいても、私立

小・中学校に通う児童・生徒でも、家計の急変など経済的に厳しい状況にある家

庭に対する支援を求める要望をいただいています。 
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２ 支給対象者の拡充 

  区として、公私立を問わず、経済的な理由により就学が困難な児童・生徒が安心

して教育を受けることができるようにするため、就学援助の対象者を、令和５年度

から私立小・中学校に通学する児童・生徒の保護者に拡充します。 

  また、公私立を問わず、特別支援学級に通学する児童・生徒の保護者の経済的負

担を軽減するため、就学奨励費の対象者を、令和５年度から私立小・中学校の特別

支援学級に通学する児童・生徒の保護者に拡充します。 

  なお、新入学学用品費については、令和５年度新入学の児童・生徒の保護者に対

して、令和４年度内に支給します。 
 

３ 経費 

  令和４年度  ６，６２８千円 

     （内訳）就学援助（新入学学用品費）       ２，３８０千円 

         学事事務システム改修費等        ３，４６５千円 

         令和５年度版就学援助のお知らせ印刷費等   ７８３千円 

  令和５年度  約１６，０００千円（見込額） 

     （内訳）就学援助（扶助費）  約１５，０００千円 

         就学奨励費（扶助費）  約１，０００千円 
 

４ 今後のスケジュール（予定） 

  令和４年１１月 令和４年第４回港区議会定例会（補正予算案提出） 

      １２月 新入学学用品費のご案内を郵送 

  令和５年 ２月 令和５年第１回港区議会定例会（当初予算案提出） 

          新入学学用品費の支給 

       ３月 区ホームページ等で周知開始 

     ４月以降 就学援助及び就学奨励費の拡充 

          私立小・中学校に通学する全ての児童・生徒の保護者に就学援

助及び就学奨励費のお知らせを郵送 

 

（参考）就学援助及び就学奨励費の支給項目 

就学援助 新入学学用品費、学用品・通学用具費、体育実技用具費、体育実技

用具費（柔道着）、給食費、校外学習、修学旅行、移動教室、夏季学

園、卒業記念アルバム、クラブ活動・部活動費 

就学奨励費 新入学学用品費、学用品・通学用具費、給食費、校外学習、修学旅

行、移動教室、夏季学園、卒業記念アルバム、クラブ活動・部活動

費、交流学習交通費、職場実習交通費、通学費 
 


